
11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川111川川11川111附川11川川11川11川11川11川11川111川111川11川11川11川川11川川11川11川11川111川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川111川川11川111川川11川11川川11川川11川11川11川11川111川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川11川川11川111川11川1111川川11川川11川川11川川111川11川111111川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11削111川11川11川11川|川111川11川11川11川川11川11川11川11川川11川1111川11川1111川1111附111川11聞11川11川111川11川11川11川川11川川11川川11川川111川11附1111川111川111川11川11川11川11削11川11川11川川11川川11川l附附111附1自111川111川11川11川111川11聞1111川11川11川111川11川11川11川1111111川111附111川11川川11聞11川川11川11附11川11川11附1111川111川11附11川11川11附11川11川11川11川11川11川11附111附111川11111111剛11111川11川11川11附11川11川11川11川11川11川1111111川11附111川川11刷11川11川川11川11川11川11川111川11川川11附11川川11川11附111川11川11111 1 

第 8 回日本OR学会学生論文賞
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昭和58年度に制定された「日本OR学会学生論文賞」

第 8 回の募集に対して 5 大学より 10編(修士論文 8編

卒業論文 2 編)の推薦をいただきました.本学会では，

表彰委員会・文献賞小委員会が慎重かつ公正な審査選考

を行ないました結果，下欄の 5 編の論文を推薦すること

とし，理事会において授賞が決定いたしました.これら

の論文It\，、ずれも学生論文賞にふさわしい， ORに関す

る優秀な論文ばかりであり，その内容の要約は次号以降

たします.また，指導に当っておられます教官の方々に

はそのようにお薦めくださるようお願L 、 L 、たします.

表彰委員長長谷川利治

〔平成 2 年度表彰委員会文献賞小委員会委員〕

伊理正夫，古林隆，鈴木誠道，高井英造，高橋

磐郎，高森寛，万根薫，原野秀永，橋田温，長

谷川利治，矢島敬二

①氏名 ②受賞論文名 ③出身大学(院) ④指導教官

のOR誌で紹介(氏名の五十音順)いたします. ⑤現在の所属 (五十音!慎)

なお，本賞の表彰式は，去る 9 月 23 日に早稲田大学で

開催された秋季研究発表会の会場で行なわれました.

また，今回採択されませんでした論文L それぞれ特

徴のある優れた内容のものでありましたが，入賞件数そ

の他の制約条件から，残念ながら選外となりましたこと

をご報告いたしておきます.

今年度も，第 9 図学生論文賞の募集をいたしますので，

若い学生会員の方々がふるって応募されるように期待い

①石井宏和君

②「整数多面体理論の乗員ス

ケジューリング問題への適

用」

③東京理科大学大学院工学研

究科経営工学専攻

④西田直短教授

⑤日本アイ・ピー・エム

①茨木 智君

(“Dual-Based Newton 

Method for Nonlinear 

Minimun Cost Network 

Flow Problems" 

③京都大学大学院工学研究科

数理工学専攻

④茨木俊秀教授

⑤同大学博士後期課程

1990 年 11 月号

①錦織睦子君

②「物資情報流動構造のエン

トロピーモデル分析j

③埼玉大学大学院政策科学研

究科

④大山達雄教授

⑤大阪府

①藤井光久君

②「水資源開発における費用

分担分析ー協力ゲーム理論

及多目的効用理論を用いて

③埼玉大学大学院政策科学研

究科

④岡田章助教授

⑤大阪大学医学部在学

①矢部憲一君

②「枝被覆問題を用いたスタ

イナー問題の下界値」

③東京工業大学大学院総合理

工学研究科システム科学専

工文

④小島政和教授

⑤東京ガス

(37) 829 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




